
　

No.1

主担当 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 評価・集計結果 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善計画書）

教務課
授業がわかりやすいと感じる生徒の割合
が、

全職員 Ａ　９０％以上である

Ｂ　８０％以上である

Ｃ　７０％以上である

Ｄ　７０％未満である

教務課 ３年生の１級３種目の取得者が、

商業科 Ａ　１６５人以上である

Ｂ　１６０人以上である

Ｃ　１５５人以上である

Ｄ　１５５人未満である

教務課

Ａ　７０％以上である

Ｂ　６０％以上である

Ｃ　５０％以上である

Ｄ　５０％未満である

各学年

「筋道を立てて書く力が向上した」と感
じる生徒の割合が

教務課 Ａ　８０％以上である

各教科 Ｂ　７０％以上である

Ｃ　６０％以上である

Ｄ　６０％未満である

平成２８年度　自己評価計画書　（最終評価）
石川県立金沢商業高等学校

重点目標 具体的取組

１ 生徒の学習意欲
を高める授業を
実践し、確かな
学力と筋道を立
てて書く力を育
成する。

① 生徒に興味・関心を
持って授業に取り組
ませ、学力向上を図
る。

評価がＣ、Ｄの場
合、授業方法及び
内容を検討する。

前期、後期
に全生徒に
アンケート
調査

評価：Ｂ

学校評価アンケー
ト（教職員）によ
る肯定的評価は、
６５％

評価：Ｂ

学校評価アンケー
ト（生徒）による
肯定的評価は、
８７％

　学校評価の中間評価では８９％であったことから、Ａ評価
も期待されたが、数値的には前年と変化はない。
生徒による授業評価でも、「授業に集中している」８５％、
「授業は充実している」８０％と高い数値であることから、
授業内容には満足を得ていると思われる。
　ただし、５％の生徒が「あてはまらない」と回答している
ことと合わせ、次年度の２年生からは新コースがスタート
し、新しい科目も入ってくることから、教師の教材研究やシ
ラバス作成なども今まで以上しっかり行いたい。

② 各種検定試験を通し
て学習意欲を高め
る。

評価がＣ、Ｄの場
合、指導方法及び
内容を検討する。

２月に担当
課で集計

評価：Ａ

最終集計は、
１９０名

　１級３種目の取得者が過去最高１９０名となり、Ａ評価と
なった。１年間に受験できる回数が限られているので、２年
生までの指導が鍵となっている。今年度の３年生は、２年次
の珠算電卓、情報処理の合格者の増加がこの結果につながっ
たと考えられる。

　プロジェクターの稼働率が上がり、希望があっても利用で
きないこともあるため、今後は台数の確保が課題となる。予
算措置等の関係があるが、教室で授業を行う事が多い１年生
の教室から常設のプロジェクターを設置するなど環境を整え
ることが課題となっている。

④ 授業やLHの中で文章
を書かせる場面をよ
り多く設け、「筋道
を立てて書く力」を
育成する。

評価がＣ、Ｄの場
合、方法及び内容
を検討する。

前期、後期
に全生徒に
アンケート
調査

評価：Ｃ

学校評価アンケー
ト（生徒）による
肯定的評価は、
６０％

　中間評価は５９％であり、数値的にはあまり変化はなかっ
た。今年度は新しく、書き込みができる新生徒手帳に変えた
こともあり、今年度の重点目標である　「筋道を立てて書く
力」の育成を計画したが、割合の伸びは感じられなかった。
　書くのみならず、他者に口頭で伝えることも大切であり、
事実、ペア学習やグループ学習、発表などを多く取り入れて
いる国語・理科・外国語や家庭では肯定的評価が６０％を超
えていることを考慮すると、今後は「書く力」に限定せず、
養成する力を、幅広く「伝える力」あるいは「表現する力」
として捉え直すことを検討したい。

③ ＩＣＴを有効に活用
した授業を研究し、
実践する。

ＩＣＴを有効に活用した授業を実践した
教員の割合が、

評価がＣ、Ｄの場
合、改善策を検討
する。

前期に中間
集計、後期
に最終集計

学校関係者評価委員会の評価
「書く力」については生徒の自己評価が目標に達していないとのことだが、もう少し高く評価しても良いのではないか。特に新手帳は、前にあったことを振り返
り次の行動を考えるツールとして有効であり引き続き活用を促進していってほしい。

学校関係者評価委員会の評価結果を
踏まえた今後の改善方策

確かな学力を育成するためにも思考力・判断力・表現力を高めていくことは大切であり、今後、「書く力」はもとより、「論理的に伝える力」「論理的に表現す
る力」を高めていく方策を考えていく。
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No.2

主担当 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 評価・集計結果 前期の成果と後期への課題

生徒指導課

特活課

Ａ　９５％以上である

Ｂ　８５％以上である

Ｃ　７５％以上である

Ｄ　７５％未満である

② 生徒指導課

Ａ　１００日以上である

Ｂ　８０日以上である

Ｃ　６０日以上である

Ｄ　６０日未満である

③
特活課

Ａ　９５％以上である

Ｂ　９０％以上である

Ｃ　８５％以上である

Ｄ　８５％未満である

英語科

Ａ　１２０名以上である

Ｂ　１００名以上である

Ｃ　８０名以上である

Ｄ　８０名未満である

実践教育とマナー教
育の一環である金商
デパートの運営に積
極的に取り組む。

金商デパートにおいて、学校で学んだこ
とを生かせた生徒の割合が、

評価がＣ・Ｄの場
合、運営方法を検
討

金商デパー
ト終了時
に、全生徒
にアンケー
ト調査

　夏季休業も利用し補習を行い、試験前にリスニング講座等を
開いたが目標には遠く及ばなかった。
　英語は今後もグローバル化に対応するために、生徒には必要
不可欠なものであり、その指標として「全商英検２級以上」は
そのまま使用したい。ただし、現実的な目標としては、「３年
生までに取得する」ことを目指すこととし、「全校生徒の十
数％程度以上の取得者を目標」に変更することを検討したい。

学校関係者評価委員会の評価結果を
踏まえた今後の改善方策

主体的に学ぶ意欲を継続させるためにも、年数回ある英語関係資格取得・検定試験合格を一つのモチベーションとしていく。加えて、ハワイ・マッキンリー高校
やシンガポール・テマセクポリテクニック校との交流を通じて、積極的に英語を使ったコミュニケーションを図っていく。
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④ 英会話力育成の充実
に取り組む。

１・２年生で全商の英検２級を取得した
人数が、

評価がＣ、Ｄの場
合、英語が必要で
あることを認識さ
せるために講話等
の内容や機会を検
討する。

全商の英検
２級の合格
者を調査

評価：Ｄ

第56回検定３２名
第57回検定１５名
総計　　　４７名

２ ビジネスマナー
教育、実践教
育、国際理解教
育、おもてなし
教育の更なる充
実に取り組む。

① 相手の顔と目を見た
さわやかな挨拶を日
常的に実践し、社会
に貢献できる生徒の
育成に取り組む。

学校関係者評価委員会の評価
挨拶や遅刻なしの日数など大変高く評価できる。英語については、資格の結果のみに偏らず日常的に英語に興味を持たせていくことが大事。英語が得意でない生
徒には、バリアを乗り越えさせるためにもそういう場面を日常的に設けることが必要であろう。

平成２８年度　自己評価計画書　（最終評価）
石川県立金沢商業高等学校

評価：Ｂ

学校評価アンケー
ト（生徒）による
肯定的評価は、
１年　９３％
２年　９１％
３年　９５％
全体　９３％

　今年度は全国産業教育フェア石川大会に合わせて、金商デ
パートを実施したことから生徒の意識もこれまで以上に高
かったと思われる。全国産業教育フェアでは、１万人以上の
来場者が全国から訪れるということが予想されたため、本校
のおもてなしをアピールするため、様々な接遇マナー講座を
実施した。その結果、これまで以上に意識も高まったと思わ
れる。しかし、その一方でこれまでの金商デパートで行われ
ていた特販行事がなかったことに対する３学年の物足りなさ
もあり、この行事を実践教育という枠組みの中で内容をどう
するか検討していく必要がある。

評価がＣ・Ｄの場
合、指導方法を検
討

前期、後期
に全生徒に
アンケート
調査

評価：Ｂ

学校評価アンケー
ト（生徒）による
肯定的評価は、
１年　８８％
２年　９３％
３年　９３％
全体　９１％

　今年度、前期は公安委員や金商リーダー会の活動を通じて
挨拶の奨励を行ってきた。また、９月から３年生の進路に向
けた挨拶運動を皮切りに１０月までクラス対抗という形で学
年別に実施し、今年度は全員が挨拶運動に参加した。期間中
は明るく元気よく挨拶する生徒が増えたように思えたが、日
常的にはまだ定着できていない生徒も見受けられる。

生徒指導が主とな
り、公安委員・生徒
会執行部と協力しな
がら遅刻０の徹底を
推進していく。

遅刻０の日が年間を通じて、 評価がＣ・Ｄの場
合、指導方法を検
討

年間を通じ
て調査

評価：Ｂ

（１月末時点９１日）

３月末までに目標
を達成予定

　１月末時点で遅刻０の日数が９１日となっている。昨年と
比較すると前年同期では８６日と５日間微増ではあるが増加
している。
　昨年度から実施している生徒玄関８時２５分登校が功をを
奏してる形である。ただ、一部には遅刻を度々重ねてしまう
生徒もおり、規則正しい学校生活を送るうえで時間を守る意
識をさらに習慣づけ定着させていきたい。

重点目標 具体的取組

年間を通して相手の顔と目を見たさわや
かな挨拶ができた生徒の割合が、



No.3

主担当 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 評価・集計結果 前期の成果と後期への課題

進路指導課

Ａ　９５％以上である

Ｂ　９０％以上である

Ｃ　８５％以上である

Ｄ　８５％未満である

進路指導課

Ａ　９０％以上である

Ｂ　８０％以上である

Ｃ　７０％以上である

Ｄ　７０％未満である

進路指導課

各学年

Ａ　９０％以上である

Ｂ　８０％以上である

Ｃ　７０％以上である

Ｄ　７０％未満である

希望する進路の実現に向けて、具体的な
進路希望が設定できたと答えた生徒が、

Ｃ・Ｄの場合、取
り組みを検討

平成２８年度　自己評価計画書　（最終評価）
石川県立金沢商業高等学校

重点目標 具体的取組

後期に２年
生対象にア
ンケートを
調査

　前年度の同じアンケート結果では７４％の数値であった
が、今年度は６１％と大きく下回った。
　前期は、就職希望者はインターンシップ、デュアルシステ
ムを実施、進学希望者はオープンキャンパスの参加を実施し
た。後期には、２月に分野別模擬講義、「３年生と語る会」
を実施した。
　９月～２月までガイダンスなどが実施されていないことが
この数値になったと予想されるので、次年度は、生徒の進路
希望を具体的に設定させることにつながる指導内容を考えて
いきたい。

評価：Ｃ

学校評価アンケー
ト（生徒）による
と、肯定的評価
は、
１年　７３％
２年　７７％
３年　８９％
全体　７８％

評価：Ｄ

学校評価アンケー
ト（生徒）による
と、肯定的評価
は、
６１％
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学校関係者評価委員会の評価
キャリア教育については金商デパートへの取り組みが有効に活かされているのではないか。１年次・２年次ではなかなか具体的な目標を立てるのは難しいので、
３年生の経験談などを聞かせるなど身近な存在の活用を必要な場面で設定していくと良いのではないか。

学校関係者評価委員会の評価結果を
踏まえた今後の改善方策

後期に就職
希望の３年
生対象にア
ンケートを
調査

　進路実現に向けて今年度は同窓生による講演会を２回実
施。また、業者による進路ガイダンスを５回実施し、いろい
ろな情報を提供し充実を図った。さらに企業や卒業生を職
種・業種別に招き、ディスカッションを重ねるなど就職に関
する情報提供も行った。その結果今年度は、生徒の希望職種
への受験が可能となった。同窓生による話し方講座など面接
指導を徹底して行い、OB・ジョブカフェと連携しさらに強化
を行った。次年度に向けてはさらにミスマッチがないように
今年度の指導内容等を見直し充実させていきたい。

② 補習やガイダンスの
指導・働きかけを工
夫、志望分野・志望
校への進学意識を高
める。

しっかりとした目的意識と学習意欲を
持って受験勉強に取り組み、学力向上に
努めたと答えた生徒が、

Ｃ・Ｄの場合、取
り組みを検討

後期に進学
希望の３年
生および
１・２年生
対象にアン
ケートを調
査

　学年が上がるごとに評価は上がっているが、全体としては
７８％ということでガイダンスや指導が３年生中心になって
いることと関係していると思われる。
　今年度は今までになく国公立大学の受験希望者が多く、個
人指導・個人添削中心の指導を行ってきたのでそれなりの成
果は上がったが、国公立大学合格率が５０％に下がったのは
反省すべき点であり、来年度は７０％まで上がるよう指導を
改善したい。
　また、１・２年生のガイダンスの充実については課題であ
るが、今年度の反省を踏まえてどの時期にどのような形式で
導入するかを就職担当とも相談してより効果のある方法を検
討したい。

３ 生徒の希望する
進路実現に向け
て、各学年に応
じた計画的な
キャリア教育に
取り組む。

① 企業ならびに同窓生
と連携を深め、各種
ガイダンス機能の充
実と希望企業への実
践的な面接指導を実
施して、進路実現を
図る。

ガイダンスや面接指導を通じて、希望の
職種・業種への進路実現を達成できたと
いう生徒が、

Ｃ・Ｄの場合、取
り組みを検討

③ １・２年次より、計
画的にキャリア教育
を行ない、進路実現
に向けた取り組みを
充実させる。

キャリア教育が機能するよう、特に１・２年次の９月～２月に仕掛けを作っていくことを考えたい。

評価：Ｂ

学校評価アンケー
ト（生徒）による
と、肯定的評価
は、
９３％



No.4

主担当 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 評価・集計結果 前期の成果と後期への課題

特活課

Ａ　９部以上である

Ｂ　８部である

Ｃ　７部である

Ｄ　７部未満である

商業科

特活課

Ａ　のべ６競技以上である

Ｂ　のべ４競技以上である

Ｃ　のべ３競技である

Ｄ　のべ２競技以下である

特活課

Ａ　８０％以上である

Ｂ　７０％以上である

Ｃ　６０％以上である

Ｄ　６０％未満である

保健課

Ａ　９８％以上である

Ｂ　９５％以上である

Ｃ　９０％以上である

Ｄ　８５％未満である

平成２８年度　自己評価計画書　（最終評価）
石川県立金沢商業高等学校

大会報告書
による調査

評価：Ａ

９つの運動部活動
が県大会でベスト
４以上の成果をあ
げた。

　今年度は常連の女子バレーボールの他、野球部、男子バレー
ボール部、ソフトテニス部、少林寺拳法部、バドミントン部、
ソフトボール部、駅伝部、新体操部が上位に入賞した。
　上記の部活動には入っていないが、ベスト４にあと一歩まで
迫っている部活動もあり、その成果として女子の部活動として
県の優秀賞を受賞することができた。
　今後はメンタルトレーニングや食事面の講習会を行うなどし
て、学校全体でレベルアップを図りたい。

② 文化部・商業部の県
大会（総文･新人）に
おいて団体優勝をの
べ３競技以上を目指
す。

県大会（総文および新人）で団体優勝を
する競技が、

評価がＣ・Ｄの場
合、指導を検討

大会報告書
による調査

重点目標 具体的取組

４ 心身の健康と豊
かな人間性の育
成に向けて、部
活動、特別活動
等の更なる充実
に取り組む。

① 運動部の県大会にお
いて、優勝を目指
す。

④ 校舎内の清掃をきち
んと行い、節電・節
水に努め、ゴミの分
別をきちんと行う意
識を全生徒がもち、
自主的に行動するこ
とを目指す。

県大会でベスト４以上の運動部が、 評価がＣ・Ｄの場
合、指導を検討
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評価：Ｃ

３つの競技におい
て、県大会（総
文・新人）で優勝
する成果をあげ
た。

　左記３競技は珠算競技、電卓競技、情報処理競技である。
　ワープロ競技においては総文では優勝を果たしたが、新人
では優勝を逃してしまった。
　今年度は１年生において文化部加入者が多く、次年度は文
化部の活躍が期待される。文化部活動においては、定期的に
部活動を実施し、その成果発表の場を提供するなどして、生
徒の意識を高めることが重要である。

③ 各種委員会･生徒会活
動及びボランティア
活動等の充実、活性
化を目指す。

各種委員会･生徒会活動及びボランティ
ア活動に自主的に取り組んだ生徒の割合
が、

評価がＣ・Ｄの場
合、活動内容や取
り組み方を検討

後期に全生
徒を対象に
アンケート
調査

評価：Ｂ

学校評価アンケー
ト（生徒）による
と、肯定的評価
は、
１年　７１％
２年　７４％
３年　７０％
全体　７１％

　前期集計において７２％であったが、後期集計では７１％
と少し下がった。
　前期は各種団体が積極的に学校周辺のボランティア活動を
していたが、後期は雪の影響もありボランティア活動に参加
する生徒が減少したのではないかと考える。
　地域住民から本校に対して、雪かきボランティアの礼状が
届くなど素晴らしい取り組みはある一方で、ボランティアに
まったく興味を示さない生徒もおり、今後はボランティア活
動の重要性について様々な場面で訴えていきたい。

学校関係者評価委員会の評価
部活動への取り組みとその成果には運動部・文化部・商業部すべてにおいてすばらしい。戦績のみにとらわれることなく、高校生活を充実させるためにも引き続
き努力を重ねてほしい。電気の使用などについては要所要所でその結果を生徒に知らせフィードバックしていくことが大切なのではないか。

学校関係者評価委員会の評価結果を
踏まえた今後の改善方策

高校生活を豊かに充実させていくためにも、引き続き部活動には力を注いでいく。部活動の記録に留まらず、本校の諸活動結果を生徒に知ってもらうためにも、
各部署からの便り（通信）の充実を考えてみたい。

清掃をきちんと行い、節電・節水に努
め、ゴミの分別をしっかりできる生徒の
割合が、

評価がＣ・Ｄの場
合、指導を検討

前期、後期
に全生徒に
アンケート
調査

評価：Ａ

学校評価アンケー
ト（生徒）による
と、肯定的評価
は、
１年　９７％
２年　９７％
３年　９６％
全体　９７％

　アンケートの結果からも分かるように、全体的にゴミの分
別はきちんとできるようになってきている。来年度は限りな
く１００％に近づくように更なる意識の向上を目指したい。
　７月・８月・９月の電気使用量は、前年度をどの月も超え
ていた。天候、夏季補習等の増加によるものと考えられる
が、常に省エネの観点に立ち、節度ある利用を指導していき
たい。


